
　お子さんはだれかにいじめられていませんか？また、だれかをい
じめてはいませんか？「うちの子に限って」は禁物です。だれでも「い
じめられる側」、「いじめる側」になる可能性があるのです。子ども
は弱いと思われたくない、仕返しやいじめがひどくなる等の理由か
ら親につらい気持ちをなかなか言えないこともあります。
　日ごろから、子どもの状態の変化を観察し、子どものサインに早
めに気づくことが大切です。

子どもの様子が変だと気付いたら

保護者の皆さんへ

「あれっ」「おやっ」と、気になることはありませんか？

学校や友達の話題を避けるようになった。

家庭からお金を持ち出したり、
必要以上に小遣いを要求した
りするようになった。

親しかった友達が遊びに来な
くなったり、遊びに行く回数
が減ったりするようになった。

つきあう友達が急に変わり
呼び出しが多くなった。

転校したい、学級をかわりたい、
部活動をやめたいなどと話すよう
になった。

死や非現実的なことに関する情
報に関心をもつようになった。

食欲が急に落ちたり、
表情がさえず笑顔が見
られなくなった。

友達からの電話に出たがら
なかったり、誘いを断った
りするようになった。

刃物や危険な物をカバン
やポケットに入れて持ち
歩くようになった。

ささいなことで怒ったりイライラ
したりするようになった。

●子どもの話を否定することなく、まずは、じっくり聴いてあげましょう。
●どんなことがあっても、絶対に守るという姿勢を、子どもに伝えましょう。
●小さな変化でも学校や相談機関等に速やかに相談しましょう。




